
［ 今後の個人情報の取り扱いについて ］ 
皆さまからご提供いただいた貴重な情報 ・ 試料のうち「個人情報（個人を識別できる情報）」は 、

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構内にて、 研究事業終了から3年間（2024（令和6)年
3月31日まで） 、 神戸医療産業都市推進機構で厳重に管理•保管され 、 その後溶融処分および
データ消去されます。主な利用目的は 、 ニュースレター等のご案内の送付です。

個人情報をまったく含まない歴名の調査データは 、 解析と研究成果公表のため2029（令和
1 1)年3月31日まで 共同研究機関にて厳重に管理 ・ 使用され 、その後消去されます。また、個人
情報や遺伝子情報を含まない保存試料（血液や尿）についても同様に保管して研究利用します。
※この方針は公益財団法人神戸医療産業都市推進機構の倫理委負会で承認されています。

今後、 研究成果の公表、 研究計画や既存試料・情報の取リ扱いに変更がある場合は 、 ニュ ース
レター や神戸医療産業都市推進機構や研究 代表者が所属する共同研究機関である慶應義塾
大学のホームペ ージ等で周知します。個人情報や調査データ、 試料を使用されたくない場合は 、

皆さまの自由意思に基づき データ使用の拒否や同意撒回を行うことができます。その際は 、 下記
の窓口までご連絡ください。

～神戸トライアル追跡調査事務局よりお知らせ～
2022年度から 慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室が事務局となリ 、神戸トライア）レ

に参加された方 の追跡調査を行っています。咋年度のニュ ースレターで調査のご案内と参加者
募集を行い、 約6 50名の方から参加のお返事をいただきました。

2022年度の神戸トライア）レ追跡調査（通称、神戸トライア）lJNEXT)は、302名の方にご参加いた
だきました。ご協力いただいた皆様に心よリ御礼申し上げます。2023年度の調査にご参加
いただく予定 の皆様に は 、 4月以降に日程等のご案内を送付さ せていただきます。引き続き
ご協力をよろしくお願いいたします。

， 

【個人情報に関するお問い合わせ先】

公益財団法人神戸医療産業都市推進機構クラスター推進センター

電話 078-306-0719 ※お周い合わせの際は、 「神戸トライアルの件で」とお伝えいただき 、

（平日10:00~16:00) 封筒の宛名に記載の ID番号(7から始まる5桁）をご用意ください。
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【神戸 ト ラ イ アルに関する情報提供】

●公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
https://www.fbri-kobe.org/cluster /cohortstudy/

●慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室
https:/ /keiopublichealth.jp/
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この冬は関西でもとても寒い日が多く、平野でも積雪した地域も多かったと思い

ます。コロナ禍も3年目を迎えましたが皆様はいかがお過ごしでしょうか。神戸トライ

アルが終了して2年が経過しました。現在、皆様からいただいた貴重なデータを順次

解析させていただいておリます。今回のニュ ースレターではそこから二つを取り上げ

て研究成果のご紹介をさせていただきました。是非、ご覧ください。

なお神戸トライア）レの研究業績一覧は、以下のサイトから御覧いただけます。
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神戸トライアルの研究業績一覧
https://www.fbri-kobe.org/ cluster/ cohortstudy / 闊
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健康コラム「春来たりなば、」

イギリスのシェリ ー の詩で「 冬来りなば春遠から じ （日本語訳）」と
あるように春はみんなが待ちこがれる季節です。ただし花粉症がある
人には辛い季節 と思います。 ところで 、 関西のある地域で季節別 の
脳卒中の発症率を調べた調査があります(Turin TC. et al. Stroke 

39: 745-752, 2008)。女性では夏→秋→冬→春と行くに従って脳卒中発症率が
高くなり、 春の発症率は夏の1.5倍でした。また男性で も春の発症率が一 番高く、 最も
低い秋と比べると1.2倍でした。この傾向は年齢や 、発症前の高血圧、 糖尿病 、 喫煙の
有無で分けても同じでした。冬の方が寒さで血圧も高くなるので悪そうなのですがそう
いう単純な理由で もなさそうです。なぜこうなるのか厳密な理由は不唄ですが 、 冬から
春にかけて代謝が活発化する体内リズムがあり、その結果として血液が固まりやすく
なったり、

一0寺的に血圧が不安定になったL）することが背景にあるようです。また冬場に
かか った感染症の後遺症や年度末 ・ 年度初めのストレスも閑係しているのか もしれま
せん。いずれにしても春に注意が必要なのは花粉症だけではあリません。何らかの不調
があれば早めにかかリつけの先生などに相談されるといいでしょう。

皆さまのますますのご健康とご多幸を

心よりお祈りいたします。

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教授
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構客員部長
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